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１ 調査目的

外国人集住都市会議会員都市における外国人住民の新型コロナウイルスや
災害に関する情報の入手方法等についての実態を把握し、今後の情報伝達

のあり方を考える

２ 調査期間

２０２０年１０月１日～１１月２０日

３ 調査対象・方法

外国人集住都市会議会員都市におけるアンケート調査及びWEBアンケート

４ 使用言語

英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、ベトナム語、タガログ語、日本語

５ 有効回答数

１，２２０件 （紙アンケート ９８３件 ／ WEBアンケート ２３７件）

アンケート調査概要



年齢

10～19歳

6.8%

20～29歳

27.4%

30～39歳

25.2%

40～49歳

20.8%

50～59歳

12.5%

60～69歳

3.3%

70～79歳

0.8%

80歳以上

0.1%
無回答

3.0%

・20代・30代が約半数

・40代が約2割

（ｎ＝1,220）



国籍

ブラジル

42.7%

ベトナム

16.5%

ペルー

8.9%

フィリピン

8.7%
中国

4.5%

日本

3.4%

インドネシア

1.6%

タイ

1.2%

韓国・朝鮮

0.4%

その他

9.2%

・第１位 （約４割）

ブラジル

・第２位 （約２割弱）

ベトナム

・第３位 （約１割）

ペルー

（ｎ＝1,220）



在留資格

永住者

36.1%

定住者

24.5%

技能実習

13.5%

日本人の配偶者等

6.4%

技術・人文知識・

国際業務

4.6%

留学

4.3%

永住者の配偶者等

2.0%

家族滞在

1.6%

その他

2.7%

無回答

4.3% ・第１位 （約４割）

永住者

・第２位 （約２割）

定住者

・第３位 （約１割）

技能実習

※身分・地位に基づく在留資格が約７割（ｎ＝1,220）



現在の仕事

派遣社員・請負社員

23.9%

正規社員・職員

17.7%

研修生・技能実習生

12.6%

パートタイマー・アル

バイト・臨時雇用

12.5%

学生

9.0%

家事

7.1%

自営業・会社役員

3.0%

求職・失業中

7.6%

無職

5.2%

その他

0.7%

無回答

0.7% ・第１位 （約２割）

派遣社員・請負社員

・第２位 （約２割弱）

正規社員・職員

・第３位 （約１割）

研修生・技能実習生

（ｎ＝1,220）



日本滞在年数

3年未満

26.7%

3年以上5年未満

13.4%

5年以上10年未満

9.7%

10年以上20年未満

22.0%

20年以上30年未満

20.6%

30年以上40年未満

3.6%

40年以上50年未満

0.4%

50年以上60年未満

0.2%
60年以上

0.2%
無回答

3.2%

・第１位 （約３割弱）

３年未満

・第２位 （約２割）

10年以上20年未満

・第３位 （約２割）

20年以上30年未満

⇒10年以上が約半数

（ｎ＝1,220）



緊急事態宣言解除前（5/25）、コロナで実際に困ったこと（複数回答）

59.1%
42.4%

29.0%
19.9%

19.6%
16.7%

13.3%

13.2%

12.7%

9.0%
8.5%

7.9%

5.1%

3.9%

2.5%

1.1%
1.5%

13.9%

マスク、消毒液が買えなかった

収入が減った

不安で気持ちが落ち着かなかった

感染の疑いになった場合の対応

仕事がなくなった

学校や幼稚園・保育園が休み

給付金や貸付の申請

帰国できなかった

支援の情報が分からなかった

家賃や光熱費などが払えなかった

感染予防の仕方

緊急事態宣言の内容

在留資格の手続き

差別を受けた

検査を受けられなかった

住む家がなくなった

その他

特に困らなかった

・第１位 （約６割）

マスク、消毒液の不足

・第２位 （約４割）

収入減

⇒回答者の約半数

が経済的な影響大

・第３位 （約３割）

精神的な不安

（ｎ＝1,220）



一番知りたいのに得られなかった情報（単一回答）

39.3%

35.0%

29.4%

24.7%

20.9%

18.8%

18.7%

17.5%

1.6%

感染者情報

感染の疑いになった場合の対応

給付金や貸付等の公的支援の情報

マスク・消毒液などの入荷情報

緊急事態宣言の内容

外出自粛解除のタイミング

雇用情報

感染予防方法

その他

第１位 （約４割）

感染者情報

第２位 （約４割弱）

感染の疑いになった

場合の対応

第３位 （約３割）

給付金や貸付等の公

的支援の情報
（ｎ＝1,220）



コロナについてどこからの情報が役立ったか？（複数回答）

57.7%
41.7%
40.5%

37.4%

28.7%

28.4%

25.3%

18.3%

13.0%

10.2%

9.7%

6.1%

5.6%

5.2%

4.2%

2.3%

Facebook

テレビ

友人・知人（国内）からの情報

母語ニュースサイト

外国人コミュニティからの情報

政府・自治体ホームページ

日本語ニュースサイト

友人・知人（海外）からの情報

英語ニュースサイト

NHK World

新聞

LINE

防災アプリ

Twitter

ラジオ

その他

第１位 （約６割）

Facebook

第２位 （約４割）

テレビ

第３位 （約４割）

友人・知人（国内）

からの情報

（ｎ＝1,220）



年代 第１位 第２位 第３位

１０代
（ｎ=353）

友人・知人（国内）からの情報
（15.9％）

テレビ （13.6％） Facebook （13.0％）

２０代
（ｎ=1039）

Facebook （22.4％）
友人・知人（国内）からの情報
（11.5％）

テレビ （10.2％）

３０代
（ｎ=1070）

Facebook （17.1％）
友人・知人（国内）からの情報
（12.4％）

母語ニュースサイト（11.4％）

４０代
（ｎ=865）

Facebook （15.5％） テレビ （13.5％）
友人・知人（国内）からの情報
（12.1％）

５０代
（ｎ=512）

テレビ （15.4％） 母語ニュースサイト（14.3％） Facebook （13.7％）

６０代
（ｎ=113）

テレビ （22.1％） 母語ニュースサイト（14.2％） Facebook （13.3％）

７０代
（ｎ=24）

テレビ （20.8％）
友人・知人（海外）からの情報
（16.7％）

母語ニュースサイト（12.5％）
Facebook （12.5％）
外国人コミュニティからの情報
（12.5％）

コロナについてどこからの情報が役立ったか？【年代別】



国籍 第１位 第２位 第３位

ブラジル
（ｎ=1914）

Facebook （15.6％） 母語ニュースサイト （13.2％） テレビ （13.1％）

ペルー
（ｎ=319）

Facebook （19.1％）
友人・知人（国内）からの情報
（16.6％）

テレビ （13.2％）

フィリピン
（ｎ=401）

Facebook （20％）
友人・知人（国内）からの情報
（12.7％）

英語ニュースサイト （12.2％）

中国
（ｎ=165）

テレビ （24.2％）
政府・自治体ホームページ
（12.7％）

日本語ニュースサイト
（11.5％）

ベトナム
（ｎ=653）

Facebook （22.1％） 母語ニュースサイト （12.1％）
政府・自治体ホームページ
（11.9％）

日本
（ｎ=112）

テレビ （21.4％）
政府・自治体ホームページ
（13.4％）

Facebook （12.5％）

コロナについてどこからの情報が役立ったか？【国籍別】



43.3% 38.4%

13.4%
1.4% 3.4%

十分に役立った 役立った 役立たなかった その他 無回答

国や自治体からの情報は役立ったか

75.0%

69.5%

59.1%
29.9%

17.7%

3.0%

知りたい情報がどこにあるか分からなかった

日本語のみの情報で理解できなかった

どの情報が正しいか分かりにくかった

翻訳される情報の確認までに時間がかかった

母国語以外での翻訳情報しかなかった

その他

【単一回答】

（ｎ＝1,220）

【複数回答】

（ｎ＝164）

役立たなかった理由



最も信頼できる情報源（単一回答）

49.7%
32.5%

21.6%
20.2%

20.1%

13.4%

12.5%

9.8%

8.8%

8.6%

6.1%

5.5%

4.1%

3.0%

1.8%

2.1%

政府・自治体ホームページ

テレビ

日本語ニュースサイト

Facebook

母語ニュースサイト

外国人コミュニティからの情報

友人・知人（国内）からの情報

NHK World

英語ニュースサイト

新聞

防災アプリ

友人・知人（海外）からの情報

ラジオ

LINE

Twitter

その他

第１位 （約５割）

政府・自治体HP

第２位 （約３割）

テレビ

第３位 （約２割）

日本語ニュースサイト

（ｎ＝1,220）



現在、コロナの影響で困っていること（複数回答）

39.3%
19.3%

16.3%
14.2%

12.5%

12.4%

12.1%

8.1%

7.4%

5.1%

4.0%

3.1%

3.0%

1.1%

1.8%

21.5%

収入が減った

不安で気持ちが落ち着かない

感染の疑いになった場合の対応

仕事がなくなった

支援の情報が分からない

帰国できない

給付金や貸付の申請

マスク、消毒液が買えない

家賃や光熱費などが払えない

学校や幼稚園・保育園が休み

在留資格の手続き

感染予防の仕方が分からない

差別を受けた

住む家がなくなった

その他

特に困らなかった

第１位 （約４割）

収入減

⇒回答者の約半数

が経済的な影響大

第２位 （約２割）

精神的な不安

第３位 （約２割弱）

感染の疑いになった場

合の対応（ｎ＝1,220）



今後、コロナについてどのような情報が必要か（複数回答）

52.8%

32.7%

32.3%

21.8%

20.7%

13.0%

9.3%

7.1%

2.1%

感染者の状況

感染症予防方法

各種生活支援制度

雇用情報

相談窓口情報

日本語学習施設についての情報

学校や幼稚園・保育園の対応

在留資格の手続き

その他 （ｎ＝1,220）

第１位 （約５割）

感染者の状況

第２位 （約３割）

感染症予防方法

第３位 （約３割）

各種生活支援制度



コロナについて何が不安・心配？（複数回答）

65.7%

62.5%

46.5%

35.8%

29.1%

26.2%

18.4%

15.7%

11.1%

10.6%

4.0%

1.0%

いつまで続くか見通しが立たない

治療薬やワクチンがない

自分や家族の感染

収入減

ウイルスが目に見えないものである

雇用

検査が受けられるか

日常の通院

子育てや子供の教育

差別

在留資格

その他

第１位 （約７割弱）

いつまで続くか見

通しが立たない

第２位 （約６割）

治療薬やワクチン

がない

第３位 （約５割弱）

自分や家族の感染

（ｎ＝1,220）



国や自治体に対し、どのような支援を望むか？（複数回答）

46.3%

32.5%

28.4%

23.1%

22.7%

19.9%

18.2%

15.6%

15.2%

1.8%

検査を受けやすくしてほしい

給付金・貸付金の新規増設又は拡充

多言語医療体制の整備

相談先の整備・多言語化

情報の更なる多言語化・利便性向上

再就職支援

各国大使館や領事館からの支援強化の要望

既存の給付金・貸付金の要件緩和・手続き簡素化

子育てや子供の教育に対する助成、支援

その他

第１位 （約５割弱）

検査を受けやすく

してほしい

第２位 （約３割）

給付金等の新規

増設または拡充

第３位 （約３割）

多言語医療体制

の整備（ｎ＝1,220）



災害に備えてしていること（複数回答）

42.8%

39.0%

31.6%

30.1%

23.1%

22.7%

21.2%

18.4%

15.3%

0.4%

避難所の確認

非常食（食べ物や飲み物）

非常用備品（携帯ラジオや懐中電灯など）

防災訓練に参加

家族で安否確認方法を共有

災害情報の収集

何か備えようと思っている

転倒防止のため家具等の固定

特にしていない

その他

第１位 （約４割）

避難所の確認

第２位 （約４割）

非常食

第３位 （約３割）

非常用備品

（ｎ＝1,220）



コロナ拡大を受けて、新たに備えたこと

ある

56.6%

ない

31.7%

無回答

11.7%

46.1%
30.3%

16.2%
14.1%

11.6%

11.2%

5.5%

4.1%

3.3%

2.5%

0.6%

0.4%

0.3%

0.4%

0.3%

0.6%

マスク着用

アルコール消毒

密を避ける

生活習慣の改善

不要不急の外出を避ける

手洗い

衛生管理

備蓄（食料、石鹸、水など）

免疫を高める

うがい

県外へ行かない

情報収集

体温計

お金

キスや抱擁はしない

その他

具体的に

【複数回答】

（ｎ＝690）

【単一回答】

（ｎ＝1,220）



コロナ拡大を受けて、新たに備えたこと

ある

56.6%

ない

31.7%

無回答

11.7%

6.5%

3.4%

3.1%

2.8%

2.6%

1.3%

1.3%

1.3%

0.5%

0.5%

3.4%

何をすればよいか分からない

コロナに慣れてしまった

以前と変わりない

感染症対策をしている

以前から準備

現在は状況は良くなってきている

心配ない

収入減少により買えない

なんとなく

ワクチンに期待

その他
【複数回答】
（ｎ＝387）

理由

【単一回答】

（ｎ＝1,220）



災害情報はどこで得ているか？（複数回答)

第１位 （約５割）

Facebook

第２位 （約４割）

テレビ

第３位 （約３割）

政府・自治体HP

47.4%
39.9%

31.6%
30.7%

24.9%

24.7%

20.7%

18.0%

12.5%

11.7%

11.0%

9.9%

8.9%

6.1%

5.7%

4.3%

3.9%

1.6%

Facebook

テレビ

政府・自治体ホームページ

友人・知人（国内）からの情報

日本語ニュースサイト

母語ニュースサイト

学校や勤務先からの情報

外国人コミュニティからの情報

防災アプリ

自治体の防災メール

NHK World

英語ニュースサイト

友人・知人（海外）からの情報

新聞

LINE

ラジオ

Twitter

その他 （ｎ＝1,220）



今後どのような形で伝えてもらいたいか（複数回答）

45.2%

36.1%

31.1%

30.5%

28.1%

23.3%

17.5%

13.0%

4.1%

4.1%

2.2%

Facebook

電子メール

テレビ

政府（気象庁など）・自治体ホームページ

防災アプリ

外国語版広報誌

防災無線

LINE

Twitter

ラジオ

その他

第１位 （約５割弱）

Facebook

第２位 （約４割弱）

電子メール

第３位 （約３割）

テレビ

（ｎ＝1,220）



ハザードマップで災害リスクを確認しているか？（単一回答）

ハザードマップ

で確認している

15.4%

ハザードマップは

知っているが、確

認していない

18.2%

ハザードマップを

知らない

60.1%

無回答

6.3%

（ｎ＝1,220）

災害リスクを確認していない

約８割



災害が起きた時にボランティアをしたいか？

はい

49.3%

いいえ

8.2%

分からない

34.2%

無回答

8.3%

（ｎ＝1,220）

災害時のボランティア

約５割
が意欲的


